[bookmark: _GoBack]第１回　南島原市下水道使用料等審議会次第（会議録）
日時：令和６年１０月２９日（火）
　　　午後１時３０分～午後３時
会場：西有家庁舎３階　大会議室　
１　開会
水道総務課長から開会のことば
（次第に沿って、司会進行）
２　委嘱状交付
市長より委員10名へ委嘱状の交付
３　市長あいさつ
市長よりあいさつ
４　委員紹介
10名の委員をお一人ずつ紹介（現団体役職等、氏名）
５　会長、副会長選出
委員の互選により会長及び副会長が定められた。
６　会長就任あいさつ
会長よりあいさつ
	〔水道総務課長〕
	（職員紹介）
・環境水道部長、上下水道課長、水道総務課長、水道総務班長、下水道班長、水道総務課職員及び（審議会サポート）株式会社東京設計事務所の担当者が、それぞれ自己紹介を行った。

	〔水道総務課長〕
	・本日の審議会について、出席委員９名（会長早退）、過半数を超える委員が出席のため、審議会条例第7条第2項に基づき、審議会の成立を報告。
・議事に入る前に今回の審議会について、公開・非公開の審議を行う（南島原市情報公開条例第27条の審議）。

	〔委員〕
	・今の時代、後々色々あるよりも公開されてお話を聞きたいという方がいれば傍聴に入っていただいていいのではないか。

	〔水道総務課長〕
	・要望があれば、この会議の中に傍聴者を入れて公開とするということでよろしいか。

	〔委員〕
	（異議なしの声）

	〔水道総務課長〕
	・要望があれば、この会議の中に傍聴者を入れて公開とするということで了承された。
・なお、会議録には、個人情報の関係から、発言された委員の名前は伏せて記載する。


７　議事　
	〔議長〕
	・議事の中で、１）の本審議会の目的から、３）一般的な下水道事業の特徴までは内容的に切らない方がいいと思うので、一括して説明をお願いする。

	〔水道総務班長〕
	（第１回審議会資料１ページから２ページを説明）

	〔委員〕
	・下水というのは、家庭から下水管を通って処理場に流れていくというのは分かるが、雨水というのはどんなふうに処理されるのか。

	〔水道総務課長〕
	・本市では分流式と言って、汚水と雨水を別の管で排水して処理する方式となっている。汚水はご承知の通りで、雨水は在来の側溝を利用し排除している。その方が、例えば雨水と汚水を一緒に排除すると、その雨水の分も処理場で処理しないといけなくなる。そうすると処理場も大きくしないといけないなど処理費用がかかってしまう。そういったデメリットもあるので、本市については分流式処理を採用している。

	〔議長〕
	・次の議題、４）「南島原市の下水道事業の現状と課題」から、５）南島原市の下水道事業の将来の見通しまでは、ここも内容的に分けない方がいいと思うので、一括して説明をお願いする。

	〔水道総務班長〕
	（第１回審議会資料２ページから５ページを説明）

	〔委員〕
	・今色々と物価が高騰している時かと思う。けれども何故合併して18年半も、下水道料金の改定をやってこられなかったのか、何で今から始めることになったのか。

	〔環境水道部長〕
	・先ほど説明にもあったように、合併協定書の中で合併後調整するということになっていた。
・何で18年も調整されなかったのか、原因は色々あって、平成23年に水道料金の改定を行い、その後５年間の調整期間を設けて平成28年にやっと水道料金の統一を行った。この時に下水道使用料についても検討をしたが、水道料金を上げて直ぐに下水道料金も上げるのは市民の理解は得られないのではないかということで断念した。その後、令和３年に上下水道合わせてもう一度検討した。しかし今度はコロナが発生して、市長の方からコロナがあるので、市民生活を考えてちょっと引き延ばして欲しいということになった。そこで令和５年度に見直しを図るということで、水道の方は昨年審議会を立ち上げ、今年料金改定の条例改正を行った。下水道も合わせて改定を行うと考えていたが、やはり両方合わせて料金を上げるというのは、ちょっと厳しいということで１年ずらしたということになった。

	〔議長〕
	・本日最後の議題、（６）「今後の予定」について、説明をお願いする。

	〔水道総務班長〕
	・今後の予定は、まず来月19日（火）の午後から、市内の下水道施設の見学を予定。下水処理場がどのようなものなのか現場を見ていただいて、今後の審議会の参考としていただきたい。
・料金改定スケジュールだが、令和８年４月改定を目標にしている。


８　閉会
	〔水道総務課長〕
	・第１回　南島原市下水道使用料等審議会を閉会。
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